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Ecological Balance and Environmental Preservation in Marshes 
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盛なので、正確な含有率を求めるために、専用ソフトウェアUniQuant4 (Omega Data System BW 





























































表1 宝蔵寺沼底質・表面被膜物質の無機成分 表2 約40年前測定の無機成分
数字は重最パーセント(%) 数字は重堡パーセント（％）
構成成分底質 被膜 構成成分底質 被膜
Na20 0.89 9.55 Mn02 3~4 20~24 
MgO 1. 91 2.46 Fe203 14~16 10~12 
Al203 12.69 2.04 SiOi 45~50 28~30 
Si~ 62. 02 3.90 Af 203 20~22 12~14 
K20 1. 72 1. 33 cao 3~6 2~4 
CaO 4.51 4. 19 
MnOi 0.337 1. 36 
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表3 最近の宝蔵寺沼の水質測定結果 表4約40年前の宝蔵寺沼の水質
採水日 採水日
調査項目 単位 2016/8/.5 2016/12/1 
水温 ℃ 31.64 7.42 
透視度 cm >30 >30 
調査項目 単位 1978/1/10 1981/7/21 
濁度 度 6 12 
pH 7.08 6.73 色度 度 20 26 
電気伝導率 mS/m 43.5 55.1 硬度 ppm 125.2 76 
溶存酸素 mg/L 7.33 12.19 導電率 μモー /cm 329 243 
色度 20 4,2_ 
化学的酸素要求量 mg/L 24.5 34 
アンモニア態窒素 mg/L 0.153 一o_ーo、go 
硝酸態窒素 mg/L 0.19 0.090 _, 
pH 7.2 6.7 
アルカリ度 ppm 73 50 
アンモニア性窒素 ppm 0.58 0.36 
リン酸態リン mg/L 0.011 0.0040 亜硝酸性窒素 ppm 0.004 0.013 
カリウム mg/L 4.2 10.0 硝酸性窒素 ppm 0.06 0.31 
マグネシウム mg/L 10.1 11.8 
カルシウム mg/L 34 55.5 
ナトリウム mg/L 21 34.9 
過マンガン酸カリ ppm 16.6 19.2 
ウム消費量
硫酸イオン mg/L 5.30 4.7 鉄 ppm 0.53 0.66(0.29) 
塩素イオン mg/L 22.7 28.5 マンガン ppm 0.53 0.30(0.20) 
腐植物質 ピ゜ クー 325/440 325/430 
腐植物質 ピーク 150 
亜鉛 ppm 0.01 0.03 
溶存有機炭素 mg/L 11.64 9.69 銅 ppm 0.01 
鉄 mg/L 0.92 0.69 塩素イオン ppm 22.6 24 
マンガン mg/L 0.20 0.10 
アルミニウム 匹：IL 0.00 0;040 
ケイ素 mg/L 3.57 6.2 













変わらないが、マンガンは 3,-._,5倍量あった。表4中、 1981/7/21の鉄・マンガン濃度の（ ） 
内の数値は、遠心分離 (100回転／分）後の値である。つまり、マンガンはほとんどが単イオン
Mn2+として溶解しているが、鉄は水酸化鉄 (II) コロイド粒子として分散しているということ



























武蔵野大学環境研究所紀要 No.7 (2018) 
カルシウムもマンガンに類似した挙励をとるものと推定されるが、 40年前と現在では状況が

















A-1 59 -25 
A-2 52 -41 
A-3 32 -10 
B 75 -13 



































































(3) 採取日時宝蔵寺沼 2011.7.29 AM6:3o~s: oo 気温25℃ 水温27℃
水元公園 2017.8.9 AM4:00~5:oo 気温27℃ 水温29℃
(4) 室内分析上記文献を参考に、サンプルを遠心分離し、 100m1を20mlまで濃縮、更に
底泥を拾ってしまった為、メッシュネットで濾過した。そのサンプルを計数法（離合社
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表6 ムジナモ自生地におけるミジンコ個体数の測定結果
~ 点 A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3 水元1 水元2
ミ.ジンコ 1 73 352 493 “ 6 7 18 
ケンミジンコ 64 667 143 186 324 142 21 50 
ケンミジンコノーブリ 69 965 245 323 757 631 38 318 ウス
ゾウミジンコ ゜ 4 ゜゜ 1 1 ゜゜
シカクミジンコ 26 5 ゜゜ 61 16 2 12 
カイミジンコ ゜゜゜゜ 1 ゜゜゜
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は原理的に困難であるとみなければならない。少しでも長く自然と人間の良好な関係を維持す
るためには、里山生態系を保護する私たちの行動自体を保護する必要がある。ムジナモの保護
増殖とは、自生地の生態系保全という人間活動そのもののことなのである。
従来の生態学は、自然生態系が極相に達して生物多様性が最大となる可能性を考えていた。
しかしながら、統計生物学上の確率論期待値からは、大差で里山生態系の方が生物多様性に優
れると結論される。「人間の関与が大きいほど生物の多様性が損なわれる」という意見は否定さ
れることになったのである。人間と自然の双方向的な依存関係を認め、自然の側も人間の関与
を必要としていると認識を改めなければならない。一度は絶滅したとされたムジナモを半世紀
ぶりに復活させた人々の営みこそ、世界に誇る日本の里山生態系のモデルケースと言えよう。
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